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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨 年 の 受 賞 作 品

や  ま ぐ  ち  グ  ル  メ  を  投  稿 ・ 共  有

イ ン ス タ 映 え コ ン テ ス ト が ３ 部 門 で
　
山 口 市

内 の 飲 食店 や ホ テル な ど で提 供 さ れる 料 理 をイ ン ス タグ ラ ム に投 稿 す るフ ォ ト コン テ ス ト「 ＃ や まぐ ち グ ルメ ２ ０ ２３ イ ン スタ 映 え コン テ ス

ト 」 が 始 ま っ た 。 主 催 は山 口 商 工 会 議 所 で 、 期 間は

1 2月

3 1日  （ 日 ）  ま で 。

　
２ ０ ２ １ 年 の ス タ ー ト

か ら ３ 回 目 と な る 今 回は 、  「 お 肉 や ど ん ぶ り など 、 ボ リ ュ ー ム が あ る がっ つ り グ ル メ 」 を 投 稿 する ① 「 が っ つ り 部 門 」  、「 野 菜 た っ ぷ り 、 低 カ ロリ ー で 塩 分 控 え め な 身 体に 優 し い ヘ ル シ ー グ ルメ 」 を 投 稿 す る ② 「 ヘ ルシ ー 部 門 」  、  「 チ ョ コ レ ート の 商 品 と お 花 を 一 緒 に撮 影 」 し て 投 稿 す る ③「 チ ョ コ 花 部 門 」 の ３ 部門 で 実 施 さ れ る 。　
③ は 、 同 商 議 所 が 取 り

組 ん で い る 「 チ ョ コ フ ロー ル ヤ マ グ チ 」 事 業 に 関連 し て 設 け ら れ た 。 現在 、 チ ョ コ と 花 を 購 入 すれ ば 抽 選 に 参 加 で き る「 チ ョ コ と お 花 で Ｔ ｈ ａｎ ｋ

　
Ｙ ｏ ｕ ！

　
キ ャ ン

ペ ー ン 」 を 来 年 １ 月 ま で開 催 中 で 、 こ の キ ャ ン ペー ン に 参 加 す れ ば 、  「 チョ コ 花 部 門 」 へ の 応 募 も簡 単 に で き そ う だ 。　
コ ン テ ス ト に 参 加 す る

に は ま ず 、 山 口 商 議 所 のイ ン ス タ グ ラ ム 公 式 ア カウ ン ト を フ ォ ロ ー す る 。

そ の 上 で 、 今 年 １ 月 以 降撮 影 し た 写 真 に 「 ＃ や まぐ ち グ ル メ ２ ０ ２ ３ 〇 〇部 門 」 と 「 ＃ 店 舗 名 」  、二 つ の ハ ッ シ ュ タ グ を 付け て 投 稿 。 期 間 中 は 、 違う 内 容 な ら 何 度 で も 応 募可 能 だ 。  「 店 舗 の 許 可 をも ら っ た 上 で 投 稿 を 」 と同 商 議 所 。　
昨 年 の 入 賞 作 品 は 、 発

表 用 ウ ェ ブ サ イ ト （ 文 末Ｑ Ｒ コ ー ド か ら ） で 公 開さ れ て い る 。 問 い 合 わ せは 、 同 商 議 所 （

☎
０ ８ ３

発 表  用  ウ  ェ  ブ  サ  イ ト

－

９ ２

５

－

２ ３

００ ）へ 。

～

1 2月



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ １ 月 ４ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

レ ッ ス ン  の  様  子

「 笑 顔 で 楽 し く 」  脳 ト  レ  に も
「 ピ ア ノ Ｄ Ｅ ス  マ イ ル  ～ 青 春 時 代 ～ 」  参 加 者 募 集

心 者 で も 安 心 だ 。　

5 0〜

8 0代 で 構 成 さ れ る 参 加

者 か ら は 、  「 和 気 あ い あ い と して い て 笑 顔 に な れ る 」  「 グ ル ープ メ ン バ ー と 話 せ る の も 楽 しい 」 な ど の 声 が 聞 か れ る 。　
レ ッ ス ン は 月 ２ 回 で 、 受 講

料 は 月 ５ ６ １ ０ 円 。 湯 田 セ ンタ ー （ 山 口 市 湯 田 温 泉 ５ ） は火 曜 に 開 講 中 、 小 郡 南 セ ン ター （ 山 口 市 小 郡 緑 町 ２ ） は 水曜 、 好 評 に つ き 増 設 さ れ る 吉敷 セ ン タ ー （ 山 口 市 吉 敷 佐 畑２ ） は 木 曜 に 開 講 予 定 。 時 間

　
グ ラ ン ド ミ ッ ク 三 好 屋 楽 器

（ 山 口 市 米 屋 町 ３ ） は 、  脳 ト レに も な る シ ニ ア 対 象 「 ピ ア ノＤ Ｅ ス マ イ ル 〜 青 春 時 代 」 の参 加 者 を 募 集 し て い る 。　
１ 回

3 0分 の グ ル ー プ レ ッ ス

ン で 楽 譜 の 読 み 方 を 学 び 、 ３〜 ８ 人 で ア ン サ ン ブ ル 演 奏 を楽 し む 。 そ の 後 は 約

1 0分 間 の個 人 レッスン 。 自分 の 好き な 曲を 練 習す る こと も でき 、 初

は い ず れ も 午 前

1 0時 半 か ら だ 。

　
申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ は 同

社 教 育 事 業 部 （

☎
０ ８ ３

－ ９

２ ２

－ ６ ６ ７ ０ ） へ 。

 １ 行 記 事　 山 口 市 立 図 書 館 （ ☎ ０ ８ ３ － ９ ０ １ － １ ０ ４ ０ ） は １ ３ 日 （ 月 ） ま で 、 「 山 口 市 ま ち じ ゅ う 図 書 館 」 の パ ー ト ナ ー 事 業 所 を 募 集 中 。 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト で 。

多  く の  人  で  に ぎ  わ う バ  ザ  ー

県  ペ  ル  ー 協 会 が 県 政 資 料 館 で

ペ  ル ー 特 別 展 と チ ャ リ テ  ィ ー バ ザ ーあ す
　
「 ペ ル ー 特 別 展 ＆ ペ ル

ー 山 口 学 校 教 材 へ の チ ャリ テ ィ ー バ ザ ー 」 が 、 あす ５ 日 午 前

1 1時 か ら 午 後

４ 時 ま で 、 県 政 資 料 館
（ 山 口 市 滝 町 １ ） で 開 か

れ る 。 県 ペ ル ー 協 会 （ 河村 建 夫 会 長 ） の 主 催 で 、入 場 無 料 。 日 本 と ペ ル ーの 国 交 樹 立 １ ５ ０ 年 を 記念 し て 、 ル イ ス ・ ア ル フレ ド ・ エ ス ピ ノ サ ・ ア ギラ ー ル 在 名 古 屋 ペ ル ー 共和 国 総 領 事 も 招 い て 実 施さ れ る 。　
展 示 コ ー ナ ー に は 、 山

口 県 民 の ペ ル ー 移 民 の 歴史 や 、 同 国 の 観 光 地 や 物産 な ど を 紹 介 す る パ ネ ルが 展 示 。 大 使 館 か ら の 出

展 も あ る 。　
バ ザ ー コ ー ナ ー で は 、

マ フ ラ ー 、 手 袋 、 ポ ン チョ 等 カ ラ フ ル な ア ル パ カ製 品 を 、 市 価 の ３ 分 の １程 度 の 値 段 で 買 う こ と がで き る 。 さ ら に 、 ペ ル ーの ク リ ス マ ス 菓 子 「 パ ネト ー ン 」 や 岩 塩 、  「 イ ンカ コ ー ラ 」 な ど 、 現 地 か

ら 取 り 寄 せ た 品 々 も 販売 。 収 益 金 は 、 ペ ル ー 山口 学 校 へ 教 材 費 と し て 全額 寄 付 さ れ る 。　
さ ら に 、  「 ア ン デ ス の

響 き コ ン サ ー ト 」 も 、 午後 １ 時 半 か ら ３ 時

4 5分 ま

で 開 催 。 出 演 は 、 フ ォ ルク ロ ー レ ユ ニ ッ ト の Ｍ ＡＹ Ａ と Ｙ Ａ Ｍ Ａ で 、 ア ルゼ ン チ ン を 代 表 す る ケ ーナ 奏 者 の ラ ウ ル ・ オ ラ ルテ も 特 別 参 加 す る 。 入 場料 は 、 一 般 ３ 千 円 、 中 学生 以 下 ２ 千 円 。 残 席 は わず か で 、 入 場 希 望 者 は 同会 の 岡 孝 則 さ ん （

０ ９

０

－

４ ８ ０ ２

－

１ ９ ３

６ ） へ 事 前 に 連 絡 を 。

　
山 口 井 筒 屋 （ 山 口 市 中

市 町 ３ 、

☎
０ ８ ３

－

９ ０

２

－

１ １ １ １ ） が 、  「 婦

人 服 下 取 り キ ャ ン ペ ーン 」 を

1 5日  （ 水 ）  ま で 実 施

中 だ 。 引 き 取 り 場 所 は 、２ 階 婦 人 肌 着 売 場 前 特 設コ ー ナ ー 。　
１ 人

1 0点 ま で 、 自 宅 に

眠 っ て い る 婦 人 服 を 引 き取 っ て も ら え る 。 そ し て１ 点 に つ き 、 同 店 ２ 階 ・３ 階 の 婦 人 服 売 場 （ 対 象ブ ラ ン ド の み ） で 使 用 でき る ５ ０ ０ 円 ク ー ポ ン 券が １ 枚 も ら え る 。 ク ー ポン 券 は 、 ５ 千 円 （ 税 抜 ）ご と に １ 枚 利 用 で き る 。利 用 で き る 期 間 は

3 0日

（ 木 ）  ま で 。

～  １ ５ 日
山 口 井 筒 屋 が 婦 人 服下 取 り キ ャ  ン ペ  ー ン
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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

申 し  込  み  フ ォ ー  ム

最 優 秀 賞 　 山 本 凛 佳 さ ん

山 口 税 務 署 長 賞 　 井 関 ひ な た さ ん

山 口 県 税 事 務 所 所 長 賞 　 鈴 川 彩 心 さ ん

山 口 法 人 会 会 長 賞 　 山 野 井 輪 さ ん

来 場 者 に よ る 投 票 で 受 賞 作 が 決 定

■
中 学 生 の 税 の 作

文  ・  書 写  ・  標 語 表 彰

■  「 税 に 関 す る 絵 はが き  コ  ン  ク  ー  ル 」  表 彰

1 5回 目 と な り 、

1 0月

1 2日

の 審 査 会 で 優 秀

1 2作 品 が

選 ば れ た 。 本 年 度 の 入 賞者 は 次 の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）
︻ 最 優 秀 賞 ︼

山 本 凛 佳

（ 大 殿 ）︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

井 関

ひ な た （ 嘉 川 ）

︻ 山 口 県 税 事 務 所所 長 賞 ︼

鈴 川 彩 心

（ 阿 知 須 ）︻ 山 口 市 教 育 委 員会 教 育 長 賞

】 渡 邉

柚 奈 （ 湯 田 ）
︻ 山 口 租 税 教 育 推進 協 議 会 会 長 賞 ︼谷 本 こ む ぎ （ 大殿 ）

︻ 山 口 法 人 会 会 長賞 ︼

山 野 井 輪 （ 大

殿 ）

　
公 益 社 団 法 人 山 口 法 人

会 は 、 山 口 税 務 署 管 内 の市 内 小 学 生 を 対 象 に 「 税に 関 す る 絵 は が き 」 を 毎年 募 集 し て い る 。 今 回 で 小 中 学 生 の 考 え る 税
コ  ン  ク ー ル  の 表 彰 者 を 紹 介

︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合
連 合 会 会 長 賞 ︼

中 村 明 花

音 （ 良 城 ）
︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長

賞 ︼

鍋 田 結 月 （ 大 歳 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼

山

本 あ さ ひ （ 山 大 附 属 ）
︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 支 部

支 部 長 賞 ︼

三 輪 柚 里 （ 大

内 ）
︻ 山 口 法 人 会 青 年 部 会 会

長 賞 ︼

河 村 花 凛 （ 名 田

島 ）
︻ 山 口 法 人 会 女 性 部 会 会

長 賞 ︼

山 下 唯 桜 莉 （ 鋳 銭

司 ）　
全 国 ・ 中 国 納 税 貯 蓄 組

合 連 合 会 、 お よ び 山 口 国税 納 税 貯 蓄 組 合 連 合 会は 、 毎 年 「 中 学 生 の 税 につ い て の 作 文 ・ 書 写 」 を

　
国 税 庁 は 毎 年

1 1月

1 1日 か ら

1 7日 ま で の １ 週 間 を 「 税 を 考 え る 週 間 」 と

し 、 国 民 ・ 納 税 者 に 税 の 意 義 、 役 割 、 税 務 行 政 に 対 す る 知 識 と 理 解 を 深め て も ら お う と 啓 発 活 動 を 行 っ て い る 。　
今 年 の テ ー マ は 昨 年 に 引 き 続 き 「 こ れ か ら の 社 会 に 向 か っ て 」  。 様 々 な

要 因 に よ り 経 済 社 会 が 大 き く 変 化 し て い る 中 、  「 税 の 果 た す 役 割 や 意 義 につ い て 考 え る き っ か け に 」 と 設 定 さ れ た 。　
期 間 中 は 、 小 ・ 中 ・ 高 校 生 の 作 文 ・ 書 写 ・ 絵 は が き ・ 標 語 と い っ た

「 税 に 関 す る 作 品 展 」 が 開 催 さ れ る 。　
ま た 、 国 税 庁 の ウ ェ ブ サ イ ト に は 特 設 ペ ー ジ が 設 け ら れ 、 税 の 手 続 き

や 国 税 庁 の 取 り 組 み な ど が グ ラ フ や 動 画 で わ か り や す く 紹 介 さ れ て い る 。

税 を 考 え る 週 間
1 1～

1 7日

心 （ 鴻 南 ）︻ 山 口 商 工 会 議 所 会 頭賞 ︼

藤 生 紗 都 子 （ 秋

穂 ）︻ 山 口 法 人 会 会 長 賞 ︼讃 岐 心 乃 （ 山 大 附 属 ）︻ 山 口 青 色 申 告 会 会 長賞 ︼

山 下 七 海 （ 平 川 ）

︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞 ︼中 川 知 聖 （ 川 西 ）︻ 山 口 租 税 教 育 推 進 協議 会 会 長 賞 ︼

河 野 心 愛

（ 大 内 ）︻ 中 国 税 理 士 会 山 口 支部 支 部 長 賞 ︼

三 輪 朔 成

（ 野 田 学 園 ）︻ 萩 山 口 信 用 金 庫 理 事長 賞 ︼

長 友 唯 樹 奈 （ 鴻

南 ）= 税 の 標 語 =︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

池

上 咲 幸 （ 阿 東 東 ）︻ 山 口 間 税 会 会 長 賞

】

藤 田 紘 生 （ 小 郡 ）

募 集 し て い る 。 ま た 、 全国 間 税 会 総 連 合 会 、 お よび 山 口 間 税 会 で は 「 税 の標 語 」 の 募 集 を 行 っ て いる 。 本 年 度 の 入 賞 者 は 次の 通 り 。  （ 敬 称 略 ）= 作 文 の 部 =
︻ 中 国 納 税 貯 蓄 組 合 連 合

会 会 長 賞 ︼

豊 田 芽 衣 （ 山

大 附 属 ）
︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

吹 田

華 夏 （ 山 大 附 属 ）
︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合

連 合 会 会 長 賞 ︼

片 岡 恵 万

（ 阿 知 須 ）

　 　

= 書 写 の 部 =
︻ 広 島 県

熊 野 町 長 賞 ︼

田

中 千 丈 （ 秋 穂 ）
︻ 山 口 県 知 事 賞 ︼

池 田 朱

莉 （ 大 内 ）
︻ 山 口 税 務 署 長 賞 ︼

藤 冨

菜 々 美 （ 白 石 ）
︻ 山 口 国 税 納 税 貯 蓄 組 合

連 合 会 会 長 賞 ︼

濱 野 内 彩

わ か ら な い の で す

か ？

　
世 界 に は 数 多 の 知 識 人 が い る の

に 何 故 人 が 殺 さ れ 続 け る の か ？

　
人 の

命 が 最 優 先 と 知 っ て い る の に 何 故 ？

　

国 は 違 え ど 個 人 個 人 は 助 け 合 い 思 い やり を 持 っ て 友 人 に な れ る の に 国 と 国 にな る と 何 故 い が み 合 う の か ？　
老 女 の 私 に は わ か ら な い こ と だ ら

け 。 世 界 の 歴 史 に は う と い し 、 宗 教 のこ と も よ く わ か ら な い 。 軍 事 関 係 も まし て や 膨 大 な 金 銭 の 動 く 利 益 関 係 と なる と 全 く わ か ら な い 。 わ か ら な い け れど 、 地 球 の 構 成 員 の 一 人 と し て 、 毎 日人 が 殺 さ れ 、 そ れ が 数 字 で 換 算 さ れ 、

　
ど う し て 、 世 界 の 首 脳 が

集 ま っ て 何 回 も 会 議 を し ても 争 い が お さ ま ら な い の

 

女 性 や 子 供 が 泣 き 叫 び 、 建 物 が 破 壊さ れ る の を 見 る の は 辛 い 。 ロ ケ ッ ト弾 が 撃 ち 込 ま れ 、 地 球 に 穴 が 開 く のを 見 る の は 嫌 だ 。 国 夫

そ れ ぞ れ

々 に 思 惑 が あ

り 利 益 関 係 が 複 雑 に 絡 み 合 っ て い るら し い が 、 市 井 の 人 の 阿 鼻 叫 喚 の 日々 を な ん と す る 。　
即 時 停 戦 で き な い も の か 、 と 無 力

の 老 女 の 私 は 考 え る 。 ど の 国 の 人 でも 、 大 切 な 人 を 亡 く し た り 、 子 供 に与 え る 食 物 や 衣 服 が な い 、 と い う こと は 親 に と っ て ど れ だ け 悲 し い こ とか 。 想 像 で き な い 人 は い な い は ずだ 。 私 は 断 捨 離 と か 整 理 整 頓 と か の言 葉 に 追 わ れ 、 ま だ 使 え る 物 を 捨 てて い る 。 こ の 靴 下 を 裸 足 の あ の 男 の子 の 足 に 穿 か せ て あ げ た い 。 切 な く思 う 。

 １ 行 記 事　 児 童 虐 待 防 止 対 策 推 進 （ ～ １ １ 日 、 オ レ ン ジ ） と 女 性 に 対 す る 暴 力 を な く す 運 動 （ １ ２ ～ ２ ５ 日 、 パ ー プ ル ） の ラ イ ト ア ッ プ が 、 Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 南 北 自 由 通 路 で 。

　
第

3 3回

県 勤 労 者文 化 展が 、 ９ 日
（ 木 ）  ま

で 、 県 労福 協 会 館
（ 山 口 市

緑 町 ３ ）で 開 催中 。 午 前９ 時 か ら午 後 ４ 時ま で で 、入 場 無

料 。 ８ 日  （ 水 ）  は 休 館 。　
同 展 は 「 勤 労 者 の 文 化

芸 術 活 動 を 応 援 す る 」 目的 で 開 催 。 県 内 事 業 所 で働 く 勤 労 者 お よ び 退 職 者か ら 、  「 写 真 」  「 絵 画 」 の

２ 部 門 で 募 集 し 、 写 真 は
2 3点 、 絵 画 は

1 8点 が 寄 せ

ら れ た 。　
審 査 を 担 当 す る の は 、

期 間 中 の 観 覧 者 と ８ 日 の「 福 祉 メ ー デ ー 県 集 会 」参 加 者 だ 。 彼 ら に よ る 投票 数 に よ っ て 、 最 優 秀賞 ・ 県 労 福 協 会 長 賞 や 優　
山 口 市 は 、 良 好 な 景 観

形 成 を 促 進 す る た め 、 ２０ １ ３ 年 か ら 「 山 口 市 景観 賞 」 を 選 定 し て き た 。
1 1回 目 と な る 今 回 は 、

「 地 域 の 特 徴 や 景 観 を 創
出 し て い る 建 築 物 を 見 つけ 、 景 観 に 対 す る 意 識 を高 め て も ら お う 」 と 、

「 景 観 優 良 建 築 物 」

を 広

く 募 集 し て い る 。　
対 象 は 、 山 口 市 内 に 現

存 し 、 誰 も が 自 由 に 訪 れる こ と の で き る 場 所 か ら見 え る 建 築 物 で 、 築 年 数は 不 問 。 自 薦 ・ 他 薦 は 問

わ ず 、 １ 人 何 点 で も 応 募で き る 。　
応 募 方 法 な ど 詳 細 は 、

山 口 市 ウ ェ ブ サ イ ト
（

htt
ps:

/
/

w
w

w.cit
y.

ya
maguchi.lg.jp/

） を 参 照

の こ と 。 専 用 応 募 フ ォ ーム （ 文 末 Ｑ Ｒ コ ー ド ） から の 応 募 も 可 能 。 締 め 切り （ 消 印 有 効 ） は 、

1 4日

（ 火 ）  。 問 い 合 わ せ は 、 同市 都 市 計 画 課 （

☎
０ ８ ３

秀 賞 ４ 点 が 選 ば れ る 。　
「 懐 か し い 情 景 や 瞬 間

の 美 を 捉 え た 力 作 が 揃 った 。 作 者 の 感 情 や 背 景 が伝 わ っ て く る 温 か い 作 品展 。 ぜ ひ 鑑 賞 と 投 票 を 」と 、 主 催 す る 県 労 働 者 福祉 協 議 会 （

☎
０ ８ ３

－

９

２ ５

－ ７ ３ ３ ２ ）  。

　

－

９ ３

４

－

２ ８

３９ ）へ 。

「 県 勤 労 者 文 化 展 」
絵 画 ・ 写 真 の 力 作 が 並 ぶ

～

9日

～ 1 4 日
山 口 市 の  〝 素 敵 な  〝 建 築 物 を 募 集「 山 口 市 景 観 賞 」

 



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） １ １ 月 ４ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

き 、 歩 く の が や っ と な カ モと は 大 違 い 。 こ の 水 陸 両 用を 可 能 に し て い る の が 、 弁足 と い う 植 物 の 葉 の よ う なヒ レ の つ い た 足 。 適 応 力 が高 い の か 近 年 増 加 し 、 生 息地 も 拡 大 中 で す 。　
海 を 越 え た 渡 り も こ な す

オ オ バ ン は 、 陸 海 空 を 制 した 万 能 バ ー ド と い え る か もし れ ま せ ん 。

　
秋 か ら 冬 に か け て カ モ

と 一 緒 に 水 面 に 浮 か ぶ オオ バ ン の 姿 が よ く 見 ら れま す 。 ず ん ぐ り し た つ や消 し の 黒 い 体 に 白 い 額 の配 色 が 独 特 な 、 愛 嬌 の ある 仕 草 の 鳥 で す 。 潜 水 が得 意 で 餌 の 水 草 を く わ えて 浮 上 し て き ま す が 、 水面 で 横 取 り し よ う と 待 ち構 え て い る 潜 れ な い カ モた ち に カ モ ら れ る こ とも 。 陸 で は 走 る こ と も で

5 6

オ オ バ ン

ツ ル 目 　 ク イ ナ 科
［ 全 長 ］ 　 3 9 c m
［ 時 期 ］ 　 一 年 中 み ら れ る 留 鳥 （ 一 部 冬 鳥 ）

新 光 産 業 き ら ら 浜 自 然 観 察 公 園�

高 尾

　
は る か

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


